
2平成26年（2014）5月3 佐久広域　VOL.54

 サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
る
効
果

長
野
県
・
軽
井
沢
サ
ミ
ッ
ト

実
現
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯

軽
井
沢
町
で
の
主
要
国
首
脳

会
議（
サ
ミ
ッ
ト
）開
催

は
、知
名
度
の
向
上
や
国
際

化
の
推
進
、会
議
需
要
の
増
大
な
ど
、多

く
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
効
果
は
軽
井
沢

町
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、佐
久
地
域
、ひ
い

て
は
長
野
県
全
体
に
波
及
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

佐
久
地
域
に
あ
る「
軽
井
沢
」の

地
名
が
世
界
的
に
有
名
に
な
る

こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果

佐
久
広
域
連
合
で
は
、国
際
的
避
暑

地
・
軽
井
沢
高
原
の
年
間
来
訪
者
延
べ

７
８
０
万
人
と
周
辺
地
域
の
豊
富
な
観

光
資
源
を
結
び
つ
け
、地
域
内
の
周
遊
を

図
る
こ
と
で
、交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
が
、サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
と

し
て
軽
井
沢
の
国
際
的
知
名
度
が
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
は
、佐
久
地
域
を
は
じ
め
長
野

県
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

各
国
関
係
者
や
メ
デ
ィ
ア
等
の

滞
在
に
伴
う
直
接
的
な
経
済
効
果

各
国
関
係
者
や
メ
デ
ィ
ア
等
の
宿
泊

地
が
周
辺
自
治
体
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、サ
ミ
ッ
ト
開

催
前
の
１
年
間
は
、在
京
外
国
人
記
者

等
に
対
す
る
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
や
、各
国

大
使
館
の
訪
問
、先
遣
隊
の
視
察
な
ど

が
行
わ
れ
、外
国
人
訪
問
客
が
急
増
す

る
傾
向
が
あ
る
の
で
、佐
久
地
域
を
含

む
県
内
の
特
産
品
等
の
魅
力
を
世
界
に

向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
国
全

体
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、県

内
に
お
い
て
も
、佐
久
総
合
運
動
公
園

の
整
備
、浅
麓
自
治
体
に
よ
る
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
整
備
、上
田
市
の
大

型
文
化
施
設
の
建
設
、長
野
駅
前
の
大

改
修
な
ど
の
大
型
事
業
が
実
施
お
よ
び

計
画
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
事
業
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、軽
井
沢
で
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
は
、佐
久
地
域
を
、進
化
す

る
長
野
県
を
売
り
出
す
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

主要国首脳会議（Ｇ８サミット）は、
日、米、英、仏、独、伊、加、露８カ国の首
脳および欧州委員会の委員長が参加し
て毎年開催される首脳会議。加盟する
８カ国が持ち回りで議長国になり、環境
問題をはじめ、世界で直面する様々な
課題が議論される。
日本国内における開催は、過去に東

京で始まり、平成12年には九州・沖縄
で、平成20年には北海道・洞爺湖で開
催され、大都市から地方での開催へ移
行している。
次の国内開催は、平成28年の予定

で、今年の６月頃には首相がサミットの
テーマを発表し、各都道府県に開催希
望地を募る。その後、開催の１年前ぐら
いには開催場所が正式に決定する。

主
要
国
首
脳
会
議
は
、環
境
問

題
を
含
め
、世
界
で
直
面
す
る

様
々
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

加
盟
す
る
８
カ
国
が
交
代
で
議

長
国
と
な
り
開
催
さ
れ
、２
０
１
６

年
に
は
日
本
が
議
長
国
と
な
り
国

内
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〜
中
略
〜

軽
井
沢
で
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は
、客

観
的
に
見
て
も
、佐
久
地
域
を
、進

化
す
る
長
野
県
を
売
り
出
す
絶

好
の
チ
ャン
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

よ
っ
て
、佐
久
広
域
連
合
議
会

は
、長
野
県
・
軽
井
沢
サ
ミ
ッ
ト
の

誘
致
を
全
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

以
上
、決
議
す
る
。

■
平
成
20
年（
２
０
０
８
）２
月
　

○
軽
井
沢
観
光
協
会
の
呼
び
か
け
で「
軽
井
沢
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
準
備
会
」が
発
足
。

○
軽
井
沢
町
議
会
に「
軽
井
沢
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
に
関
す
る
陳
情
」が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
る
。

■
平
成
26
年（
２
０
１
４
）２
月
　

○
軽
井
沢
町
が
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
を
方
針

決
定
。

■
平
成
26
年（
２
０
１
４
）３
月

○
佐
久
広
域
連
合
議
会
が「
長
野
県
・
軽

井
沢
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
を
全
面
的
に
支

援
す
る
決
議
」案
を
全
会
一
致
で
可
決

34回目のサミットが開催された北海道洞爺湖

■
保
健
休
養
地
軽
井

沢
の
歴
史
は
、明
治
19

年
、外
国
人
宣
教
師

Ａ
・
Ｃ
・
シ
ョ
ー
が
国

内
外
に
軽
井
沢
を
紹

介
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
そ
れ
以

降
、政
財
界
人
等
の
別

荘
が
建
ち
、明
治
中
期

に
は
万
平
ホ
テ
ル
な

ど
の
西
洋
ホ
テ
ル
が

開
業
し
ま
す
。

■
戦
時
中
も
多
く
の

駐
日
外
交
官
と
一
般

外
国
人
が
疎
開
し
、各

国
の
大
公
使
館
や
赤

十
字
国
際
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１
つ
の
別
荘（
深
山

荘
）に
は
ス
イ
ス
公
使

館
が
設
置
さ
れ
、道
を

挟
ん
だ
場
所
に
あ
っ

た
旧
三
笠
ホ
テ
ル
に

外
務
省
軽
井
沢
事
務

所
が
置
か
れ
た
た

め
、旧
三
笠
ホ
テ
ル
は

終
戦
交
渉
の
舞
台
に

も
な
り
ま
し
た
。

■
皇
室
の
御
静
養
地

と
し
て
親
し
ま
れ
、夏

冬
２
度
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
会
場
に
も

な
っ
て
い
る
軽
井
沢
町

は
、開
発
等
の
規
制
を

す
る
こ
と
で
良
好
な

景
観
を
維
持
し
、現

在
で
は
年

間
７
８
０

万
人
が
訪

れ
る
避
暑

地
と
し
て

全
国
に
知

ら
れ
て
い

ま
す
。

明
　
治

大
　
正

昭
　
和

平
　
成

国立国会図書館所蔵

堀辰雄が昭和16年に購入した
別荘「1412番」

❖
21
年
 〈１
８
８
８
〉

カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
Ａ・
Ｃ
・シ
ョ
ー

が
、大
塚
山
に
別
荘
を
建
て
る

（
別
荘
の
第
１
号
）

❖
27
年
 〈１
８
９
４
〉

亀
屋
旅
館
を
欧
米
風
の
外
国
人

客
専
用
ホ
テ
ル
に
改
造
し
、万
平
ホ

テ
ル
と
改
名

❖
33
年
 〈１
９
５
８
〉

当
時
の
皇
太
子
殿
下
と
正
田
美
智

子
様
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
出
会
う

❖
39
年
 〈１
９
６
４
〉

第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

総
合
馬
術
競
技
大
会
開
催

❖
10
年
 〈１
９
９
８
〉

第
18
回
長
野
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク「
カ
ー
リ
ン
グ
競

技
」
を
風
越
公
園
ア
リ
ー

ナ
で
開
催

❖
28
年
 〈２
０
１
６
〉

サ
ミ
ッ
ト
開
催

（
議
長
国
 日
本
）

長
野
県
・軽
井
沢
サ
ミ
ッ
ト
の

誘
致
を
全
面
的
に
支
援
す
る

決
議

2016年
（平成28年）

G8サミット
開催までの流れ

■平成28年に日本でサミット開催
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2

G8SUMMIT

2016

佐
久
広
域
連
合
議
会
は
、平
成
26
年
３
月
25
日
、議
員
提
案
の

「
長
野
県
・
軽
井
沢
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
を
全
面
的
に
支
援
す
る
決
議
」

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
 第
１
回
議
会
定
例
会

決
意
表
明
す
る
藤
巻
副
広
域
連
合
長

（
軽
井
沢
町
長
）


